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イネクロカメムシの加害が水稲の品質におよぼす影響＊

友永冨＊・黒川秀一*＊

（*住友化学工業株式会社・**福井県農業試験場）

ことしにはいり，政府は，総合農政を打ち出し，水稲

の作付制限，量より質への転換を強く要請するに至っ

た。
1）

筆者らは，イネク戸カメムシによる被害が水稲の収

量，品質におよぼす影響を検討し，こんごの植物防疫事

業のいっそうの発展を期そうとした。
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調査方法

1960年武生市余田町の仲北栄氏のほ場において，イネ

クロカメムシによる被害の多い中生フクミノリを用い，

収穫期に被害程度別に100株をランダムに全面にわたっ

て抜きとり，検査等級は，昭和35年度農産物検査基準

(農林省食湿検査所)により,食味については,食味試験実

施要領により玄米を精米検査標準品程度に統制し，米殻

配給改善福井県委員会指定の電気釜で，被害強度別精米

をフラスコに入れて共炊きし，11人で試食評価した。

まるほか，粒形が小さくなり光沢が劣ってくる。こうし

て，無披害米は検査等級が2等であったのに比べると被

害甚のそれは等外米に下落している。

被害玄米はぼやけた淡褐～淡灰褐色の斑点米となるよ

うである。しかし，長野のトケシラホシカメムシによる
の 8）

黒変米，岐阜のアカヒメカメムシによる黒斑米,BQcte-
3）

γ趣”〃oα"αによる黒蝕米のような明瞭な害徴とはなら

なかった。

食味は，被害多のものは外観，粘り，硬さ，香りやう

ま味がそれぞれ劣り，総合評価では，すこし不良であっ

た。

調査結果と考察

収赴調査をしたところ，屑米重は被害程度による差は

なかったが，もみすり歩合は被害が強度になるほど低下

し，糖玄米重も同じ傾向であった。株当たり白穂率(エ）

と精玄米重(.y)とはア=0.884±0.066の高い相関関係

があり，この関係から株当たり精玄米重y(g)は，

y=--0.265"+20.7の回帰直線式で推定された。

被害程度が強まるにつれて整粒歩合は低下し，被害粒

歩合が高まって検査等級が下落する。形質面では，被害

が強まるにつれて1,000粒重が低下して胴割れ歩合が高

摘 要

イネクロカメムシによる被害が米の収量品質におよぼ

す影響をしらべたところ，収壁は，白穂率と高い相関関

係があるところから，株当たり精玄米重は，

y=-0.265z+20.7の回帰直線式で求められた。被害

によって胴割れ歩合が高まり光沢が劣る等で被害甚の場

合は等外米となる。

玄米の害徴は，トケシラホシカメムシ，アカヒメカメ

ムシ,BQcte7･i24"〃oα”αなどによる害徴のよう(こ明瞭

ではない。食味は被害多のものは，うまみ，香り等の総

合評価ですこし不良であった。
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＊本秘の一部は昭和36年日本応用動物昆虫学会大会で鰯演した。
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ツマグロヨコパイ卵寄生蜂G"""""sp．の293の生態1969年10月 一切一

ツマグロヨコパイ卵寄生蜂Go"α加“】･IJSsp･の2,3の生態

織田真吾（農林省北陸農業試験場）

虫害防除上，天敵の効率的活用をはかることは，経済

的，社会的にも望ましいことであるが，その活用には個

ておいたイネから同日に得た個体を用いた。供試成虫

は，両性混合で，1シャーレ10頭,I法では7連，Ⅱ法

では3連とし，試験温度は25｡C,30｡Cの2段階とし

た。調査中に逃亡，または，明らかな事故死とみられる

ものは，その調査時では生存として扱い，次の調査時に

は総数から減じて生存率を出した。

C生育の異なる宿主への産卵10月22～23日にツ

マグロヨコパイを放して，イネに産卵させ，10月25日，

28日，29日，31日に寄生蜂を入れて2日間寄生させた。

これらの処理および供試イネの保存は全て25～28｡Cの

温室で行なった。寄生蜂は両性混合として30頭程度の放

飼である。寄生後，産卵部をとり出し，シャーレ内で寄

生の有無を調査した。各処理には，10～20卵塊を使用し

た。

生態を知ることが必要となる。北陸地方においては，川
3）

瀬・石崎がウンカ・ヨコバイ類の卵から，種なの寄生蜂

を採集し，種名が明らかにされた7種の卵寄生蜂と寄主

との関係，寄生率等を報告している。

新潟県高田地方におけるツマグロヨコパイの卵寄生蜂

は，現在，種名同定中の3種が存在している。これらの

年間の消長は，人為的産卵イネの圃場設騒による調査か

ら，8月中旬が急激な寄生率増加期にあたり，この3種
幼

の間には，優占種の存在することが確認された。そこ

で，本年の優占種Go7zatocendssp.を対象とし，その

羽化までの期間，成虫期間，発育の異なるツマグロヨコ

パイ卵に対する寄生等を調査したので報告する。

本種の同定については，北海道大学渡辺千尚博士の

御尽力により，北海道立林業試験場上条一昭博士をわ
ずらわし’また，当場環境部長田村市太郎博士，虫害
研究室長鈴木忠夫技官からは適切な御教示をいただ
き，虫害研究室員各位から御助力をうけた。ここに原く
御礼申しあげる。

Ⅱ試験結果

A産卵から羽化までの期間放虫した日を第’日

として起算した結果は,第1図のとおりである。ただし，

産卵時の温度条件は考えられていない。30｡Cでは，調

査時期が遅かったため，すでにほとんどが羽化した後

で，11月2日に2雌が出て羽化が完了した。ケージの中

には多数の成虫が桑られ,25｡Cの羽化が5日間で完了

していることや,成虫の生存期間から考えて,供試後12～

13日頃から羽化があったものと推測される。30，25，

20915｡Cの羽化始め～50%羽化～終息までの日数はそ

れぞれ12,13？～？～16日，16～17,18～20日,22～34~

’

I試験方法

A産卵から羽化までの期間あらかじめツマグロ
ヨコバイに産卵させたイネを,ケージに入れて25～28｡C

の温室に収容し’10月17日に寄生蜂を放しウ2日後にと
り出した。これらのイネを任意に4分して，小ポットに
植えつけ,30｡C(±1．c),25｡C(～28｡C),.20°C
（～16｡C),15｡C(～17｡C)の温度下に放湿し,11月
1日に卵塊をとり出して湿室にしたシャーレ内に移し，
再び上記の定温下に移して，性別羽化虫数を経日的に記

録した。供試卵塊は，各処理とも，20～30卵塊であっ
た。

B成虫期間浦紙をしいた径7cmのプラスチッ

クシャーレを湿室にし，2～3cmに切った5～6本の

イネ茎を入れて成虫を放す方法(I法）と，径9cmの

シャーレに成虫を放してテトロンゴースでふたをし，そ

れをガラスふた付の径12cm湿室シャーレに入れる方法

（Ⅱ法）をとった。いずれも，ふたの内面に髪の毛で蜂

密を塗りつけ，蜂密の位歴が明るい方向にあるように配
厩した。’法は11月12日，供試成虫は25｡C定温器内で

羽化した個体を，Ⅱ法は14日，供賦成虫は温室に保管し
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えた宿主に強制的な寄生をさせたわけで，これらの数値

は，宿主の発育段階による寄生に差のないことを示した

ものといえよう。羽化率には，かなりのふれをみたが，

二れは，寄生時の宿主卵の発育程度の差とみるよりも，

むしろ試験誤差と考えておきたい。

49日，46～50,51～67日であった。羽化成虫の性比（雌

／全虫)は,25｡Cで67.3%,20｡Cで59.1%で大差は

ないが,15｡Cでは91.7%の高率を示した。

B成虫期間同一処理によるシャーレ別の生存率

はほとんど差はないので，処理別合計の生存率を第2図

に示した。I法とⅡ法では初期の死亡がかなり異ってい

るが,I法では，水滴がふたや壁面にたまることによっ

て異常的な死亡が起ったとみられる．（このI法では供

試2日後に生き残り虫をまとめてⅡ法にきりかえた。従

って3日からは，Ⅱ法の結果ともみられる｡）Ⅱ法でも，

すう光性によって上部へ歩行移動するため，網目やシャ

ーレとゴースの微小な間隙に侵入して死亡するものがあ

り，また，蜂密給与の効果も把握できなかったので，厳

密には方法的に疑問が残るが，すくなくとも｡30｡Cで

3～5日,25｡Cで5～6日は生存するとみてよかろう。

c発育の異なる宿主への産卵調査結果は第1表

のとおりである。寄生率を100×寄生粒/全粒として計

算すると，43.8～54.9％となるが，寄生，被寄生（表中

のC,A+B)にわけて検定をすると，

X2(3,0.10)=6.25<6.953<X2(3,0.05)=7.81

となり，有意差はない。この方法では，発育段階をそる

ー

Ⅲ 考察

圃場でのツマグロヨコパイ卵寄生蜂の寄生率(100x

寄生粒/全粒）は,過去2年間の結果では，7月下旬まで

IX,10%に満たないが98月中旬には,60～90%に上昇

している。このことはツマグロヨコパイが，7月末まで

ば低密度で，8月中旬に急増することと並行的で，本種

の増殖抑圧要因として作用することがうかがえる。

この寄生蜂は，低温ほど羽化までの期間およびその巾

が長いが，一方，ツマグロヨコパイの羽化までの期間
4〕6〕

は，奈須，大矢から概算すると30｡Cで18～22日,25｡C

で27～32日,20｡Cで47～55日であり，これに比べると

卵寄生蜂の羽化までの日数はかなり短い。つまり，ツマ

グロヨコパイよりも世代数が多いほか，ある世代の産卵

期間中でも，卵寄生蜂の世代がくりかえし得ることを示

すもので，天敵として有利な条件となる。

越冬後の卵寄生蜂の密度や移動能力，産卵能力などは

今後明らかにせねばならないが，宿主の密度の低いこ

と，平均20｡C以下の低温では羽化までの期間が長く，

羽化期間の巾も長くなること等から，7月下旬までの寄

生率が低く経過すると思われる。15｡Cでは，ツーﾏグロ
3）

ヨコバイのふ化が悪いことと同様，卵寄生蜂の羽化も悪

く，羽化数は24頭にすぎなかった。その性比は，他の温

度より異常に高く（カー0．0003以下),このような低温

下では特に雄の羽化が悪影響を受けるものと思われる。

成虫期間については，疑問も残るが，少なくとも，3～

6日は生存すると承られよう。

卵寄生蜂のある種は，寄主の発育が進むと寄生しなか

ったり，寄生蜂自身の発育ができなかったり，童た，冷
1〕

蔵貯蔵した卵にも寄生することなどが知られている。卵

寄生蜂が効果的に働らくには，寄主の卵がどのような発

育段階でも寄生し，世代を全うできることが1つの条件

である。この点からすれば，いろいろの発育段階の卵塊

に対して，自由に選択できない条件下とはいえ，大差の

ない寄生率を示していることは,Go7z"oce〆哩ssp．が天

敵として有利なものの1つである二とを示しているもの

といえよう。
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Fig．2Survivorshipofadultsatdifferent
tenlperature.

Solidlinesshowpercentagecalculatedfrom70
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Ⅳ 摘 要
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